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http://www.city.osaka.jp/yutoritomidori/ 

わたしたちのまちを花いっぱいの美しいまちにしたい！ 

そんな市民の皆さんの気持ちから生まれた「種から育てる 

地域の花づくり運動」。 

今月はこの「種花運動」について、運動の趣旨や、活動の 

内容、取り組みなどを紹介します。 

種花運動とは？ 

「種から育てる地域の

花づくり運動」は、市

民の皆さんが、自分た

ちの手で種から花を育

て、その花をまちなか

の公園・道路・区役所・

保育所などの公共空間

に植えることで、まち

をきれいにし、自主的

なまちづくりへの参加

意識を高め、潤いある

美しいまちづくりを進

めていこうとする運動

です。大阪市は市民の

皆さんが円滑に活動で

きるよう支援します。 

 

 

 

 

 

 

市の支援 
活 動 の 拠 点 と な る

「花づくり広場」を整

備し、市民ボランティ

アの組織づくりや運営

をサポートします。そ

して花づくりに必要な

園芸資材などを提供す

るとともに、技術的な

アドバイスを行いま

す。 

活動の内容 

「花づくり広場」に

おいて、草花の種まき

や水やり、移植などの

育苗作業を行います 

育った花苗は、公園

や道路、区役所、駅前

などに出荷して植付け

ます。そして植付け後

は、水やりなどの世話

を行うとともに、花壇

周辺の清掃活動なども 

実施します。 

 

美しいまちづくりへ 

種花運動がスタート

して３年が経過し、こ

れまでに西成・阿倍

野・城東・東淀川・西・

大正・生野・鶴見・旭

区の計 9 区で活動が行

われています。 

参加されている市民

の方々から、「１年を通

しての作業は大変きび

しいものがある反面、

花づくりを通して、自

分たちのまちへの美化

意識が高まり、ふれあ

いが生まれ、失われつ

つある地域コミュニテ

ィに新たな風が吹い

た」等の声があがって

います。 

市内の学校でも、子

どもたちが、種まきや

花植えに参加すること

で、学校周辺の美化活

動への関心が深まった

との報告もあります。 

今年度には、都島・

港・住吉区の 3 区で新

たに「種花運動」がス

タートする予定です。 

種花運動概要図 

 

花苗の移植作業風景 

（鶴見区花づくり広場） 

阿倍野筋花飾り（阿倍野区）
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 花・緑･公園レポート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ハナキリンを増やしたいのですが、挿し

木の方法を教えてください？ 

ハナキリンは、マダガスカル島原産のユ

ーフォルビア属の多肉植物です。 

まず枝を 10cm 程度に切ります。枝の

切り口から出る乳液は発根の妨げになる

のできれいに洗い流し、切り口を２～３日

陰干しします。市販の多肉植物用の培養土

や鹿沼土（小粒）などに、５cm ほど挿し、

明るい日陰で管理します。水やりは２週間

くらい行わず、その後は軽く湿る程度にし

ます。適期は５～９月頃で、４５日～６０

日で発根するので鉢に植え替えます。 

 
アサザ 

 西区・阿波座南公園には、

平成１６年に地域の皆さんや

子ども達といっしょに造った

公園ビオトープがあります。

８月を迎え気温が上昇する

と、水辺の植物は一気に生長

をはじめ、葉をいきいきと広

げるようになります。ここで

は、都会では見かける機会が

少なくなっているデンジソウ

やアサザなどの水生植物の

他、メダカ・トンボも見るこ

とができます。 

 花の咲く植物が少ない真夏

のこの季節、水面に咲く可憐

な花は、美しさが際立ち、涼

しささえ感じさせてくれま

す。 

 そんな水辺の植物の魅力を

感じてみてはいかがですか。

また、同じアカリフ

ァ属でも、紫や白の花

が咲くものや、花穂が

短く、ねこじゃらしの

ような花が咲くものな

どもあります。 

植物園の温室ではよ

く見かけますが、最近

では園芸店でもとり扱

っています。 

☆栽培のポイント 

寒さには弱いので最

低７℃くらいの気温が

必要です。春から秋は

日当たりのよい場所で

管理します。 

水やりは土の表面が 

乾いたら、株全体にた

っぷりと与えてくださ

い。ただし、冬場は根

腐れに注意し、控えめ

にしてください。 

肥料は春から秋にか

けて、土の中でゆっく

りと効く「緩効性肥料
か ん こ う せ い ひ り ょ う

」

を２ヶ月に１回与える 

か、液肥を１０日に１

回与えるようにしてく

ださい。 

用土は、赤玉土７：

腐葉土３の割合で混ぜ

た土を使います。 

現在、天王寺公園内

植物温室においても展

示しています。 

 ８月４日（月）から

１５日（金）まで、市

役所本庁舎の正面玄関

において、ベニヒモノ

キを展示します。 

 ベニヒモノキは、熱

帯・亜熱帯に生息する

常緑低木で、学名はア

カリファ・ヒスピダ。 

 小さい赤い花がヒモ

状に垂れ下がって咲く

ユニークな植物です。 

 その花穂は長さ 20

～50 ㎝にもなり、形

状からフォックステー

ルとも呼ばれます。 

公園で、昆虫や魚

などの生き物が生

息できる自然空間

を再現したもの 
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初夏の時期には、ア

ジサイに関する相談が

毎年多く寄せられま

す。そこで、7 月 1 日・

2 日の 2 日間、城北公

園で「アジサイの剪

定・挿し木講習会」を

開催しました。 

当日は、旭区から亀

村さん、都島区から加

古さんをはじめとする

７名のグリーンコーデ

ィネーターが講師陣と

して活躍していただ

き、参加者からは、「話

を聞いたり見たりする

だけでなく、実習を通  

市立茨田中学校の

「職場体験学習」とし

て、６月１２日・１３

日の２日間、鶴見緑地

において３年生１０名

が参加し、花苗の育成

等の実習体験を行いま

した。 

当初は、緊張して表

情も硬く、ぎこちない

様子が見受けられまし

たが、ヒマワリとトレ

ニアの移植作業や、施

設内で栽培している植 

セットを使った細かな

作業もあり、真剣に取

り組む姿が印象的でし

た。参加生徒からは「慣

れ  

 

 

 

 

れない作業に疲れたけ

ど、草花や緑に携わる

仕事は魅力的です。」

と、職員への嬉しい意

見が寄せられました。 

 天王寺動物園では、８月１５日の終戦 

記念日をむかえるにあたって、多くの来 

園者の方に、第二次世界大戦中の動物園 

の様子を知っていただこうと、特別企画展「戦時中の

動物園」を開催します。 

開催日 ８月９日（土）～２４日（日）（11･１８日休園）

時 間 9:30～16:30（但し、入園は 16:00 まで） 

場 所 園内レクチャールーム 

内 容 ・戦時中に処分された動物たちの剥製
はくせい

を展示。 

    ・当時の動物園に関する写真パネル・新聞記事の展

示や記録映像の上映。 

・動物園スタッフによる「戦時中の動物園のお話」。

（９日～１７日 11:00～・13:30～） 

入園料 ５００円  

＊中学生以下、大阪市在住で６５歳以上の方は無料

（要証明書） 

＊障害者手帳等お持ちの方は無料 

問合せ 天王寺動植物公園事務所 

 7 月 2 日に、巽公園

（生野区）の花壇を利

用して｢花壇づくり講

習会｣を開催しました。 

 当日は、地域の皆さ

んとともに、公園近く

の保育園児にも参加を

呼びかけ、にぎやかな

講習会となりました。 

植え付け作業では、

スタッフの一員として

参加いただいた生野区

のグリーンコーディネ

ーターの比嘉さんのや

さしいアドバイスによ 

って、園児たちも楽し

く花植えができまし

た。 

「花いっぱいになっ

た花壇を、みんなで見

にきたい」と話してい

た園児たちの笑顔がす

てきでした。 

物の水やり作業

を担当し、次第に

硬さもほぐれ、移

植作業ではピン 

してアジサイのことが

いっそう理解できた」

との感想が多くありま

した。また、グリーン

コーディネーターの

方々からは、「人に教え

ることの難しさを実感

したが、今後とも機会

があれば取り組んでい

きたい」との声があが

っていました。 

 

おばちゃん、次は私の番よ 

剪定の方法を指導するグリー

ンコーディネーターの皆さん 

移植作業に集中する生徒達 
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公園事務所名 電話番号（06） FAX 番号（06） 担当行政区等 

東部方面公園事務所 6941－1144 6943－6877 中央区（北部）、城東区、鶴見区（鶴見緑地を除く） 

真田山公園事務所 6761－1770 6761－1645 中央区（南部）、天王寺区（天王寺公園を除く）、東成区、生野区

西部方面公園事務所 6441－6748 6441－6797 福島区、此花区、西区 

港・大正公園事務所 6571－0552 6572―1663 港区（八幡屋公園を除く）、大正区 

南部方面公園事務所 6691－7200 6691－6976 阿倍野区、住吉区、東住吉区（長居公園を除く）、平野区 

北部方面公園事務所 6312－8121 6312－3403 北区 

十三公園事務所 6309－0008 6885－1591 西淀川区、淀川区、東淀川区 

城北公園事務所 6928－0005 6924－4209 都島区、旭区 

花博記念公園事務所 6912－0650 6913－6804 鶴見緑地 

6771－2740 6772－4633 浪速区、住之江区、西成区 
天王寺動植物公園事務所 

6771－8401 6772－4633 天王寺公園、天王寺動物園 

長居パークセンター 6694－9007 6696－7405 長居公園 

八幡屋スポーツパークセンター 6576－3460 6576－0080 八幡屋公園 

月 1 回区役所ロビー、会議室等で開催しています。 

詳しくは下記の各公園事務所までお問い合わせください。 

阿倍野 ８月 １日（金）13:30～15:30 

北  ８月 ５日（火）10:00～12:00 

           13:30～16:00 

住 吉 ８月 ５日（火）13:30～15:30 

天王寺 ８月 ６日（水） 9:30～11:30 

            13:30～15:30 

平 野 ８月 ６日（水）13:30～15:30 

東淀川  ８月  ７日（木）13:30～15:30 

東住吉 ８月 ７日（木）13:30～15:30 

中 央 ８月 ８日（金）14:00～16:00 

生 野 ８月 ８日（金）  9:30～11:30 

13:30～15:30 

西 成 ８月 ８日（金）13:30～15:30 

港  ８月１３日（水）14:00～16:00 

淀 川 ８月１３日（水）13:30～15:30 

東 成 ８月１３日（水） 9:30～11:30 

            13:30～15:30 

鶴 見  ８月１３日（水）13:30～16:00 

住之江 ８月１３日（水）13:30～15:30 

福 島 ８月１４日（木）14:00～16:00 

大 正 ８月１４日（木）14:00～16:00 

浪 速 ８月１４日（木）13:30～15:30 

此 花 ８月１９日（火）14:00～16:00 

旭  ８月１９日（火）10:00～11:30 

           14:00～15:30 

都 島 ８月２０日（水）10:00～11:30 

                  14:00～15:30 

城 東 ８月２０日（水）13:30～16:00 

西淀川 ８月２１日（木）13:30～15:30 

西    ８月２７日（水）14:00～16:00 

 
 
 
 
 
 
 

 

花とみどりの相談車「ひとり・ふた

り・みどり号」による地域の公園での緑

化講習会のお知らせです。 

開 催 時 間 は い ず れ も 14:00 ～

16:00 です。（参加自由・無料） 

 

 

 

 

 

 

 

８月１２日（火） 西区 靱公園 

「ハンギングバスケットの作り方」 

８月 21 日（木） 福島区 下福島公園

「ハンギングバスケットの作り方」 

８月２６日（火） 東淀川区 松山公園

「秋バラを美しく咲かせる方法」 

8 月 28 日（木） 西成区 玉出西公園

「土の再利用と肥料の施し方」 

夏真っ盛り！さんさんと輝く太陽の光を浴びて、公園・緑

地に子どもたちの元気な声が飛びかうこの季節、「熱中症」

に注意が必要です。 

熱中症は、暑さによって体内の水分やミネラルが奪われ、

失神・めまい・けいれん・頭痛・吐き気等の症状を起こし、

重度になると生命の危険を伴う場合もあります。 

予防としては、 

① 必ず帽子を着用し、定期的に 

日陰で休憩をとる。 

②こまめに水分を補給する。 

症状がでた場合の応急処置としては、速やかに涼しいと

ころに移動して、濡れタオルなどで身体を冷やし、水分（ス

ポーツドリンク等）を補給しましょう。 

東淀川区役所での緑化相談 

生野区巽公園での緑化講習会 



 


